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1. はじめに 

 大型船航行による海底増深のため関門航路では浚渫工事が行われている．浚渫された土砂は，新門司沖土

砂処分場に運搬されるが，土砂処分場は飽和状態にあり，浚渫土砂の減容化，土砂処分場の延命化が急務と

なっている 1)．本文では，浚渫土砂からインターロッキングブロックを開発することを目的として，関門航

路で浚渫された粘土にセメントを混合した直後に高圧脱水し，立方体ブロックを作製した．ブロックの構造

体としての材料特性を評価するために，6 ヶ月養生した供試体を対象に一軸圧縮試験を実施した．ブロック

製造時における脱水特性並びにブロックの一軸圧縮特性を報告する. 

2. 実験概要 

(a) 実験条件 

表-1に実験条件を示す．母材および固化材は，関

門航路で浚渫された粘土 (以後，関門粘土と呼ぶ) 

および高炉スラグセメント B 種を用いた.セメント

は，乾燥添加率で 20 %混合した．使用した関門粘土

の量 (使用スラリー量) は 50 L, 55 Lおよび 60 Lと

した．表-2に関門粘土の物理特性を示す． 

 

 

 

 

 

 

(b) 供試体作製方法 

初期含水比 300 %のスラリーにセメントを添加し，

図-1 に示す高圧脱水固化処理装置 (幅 350 mm×奥

行 350 mm×高さ 1000 mm) を用い，脱水圧力 2MPa

で 30分載荷した後，5 MPa で高圧脱水を行いブロッ

クを作製した．脱水終了時間は，2t法により判定し

た．使用スラリー量と脱水前後のブロックの高さを

表-3 に示す．作製したブロック (幅 350 mm×奥行

350 mm×高さ 100 mm～150 mm) を水中で 6ヶ月養

生し，ブロックからくり抜いた供試体 (φ5 cm×H10 

cm) 24本を対象に一軸圧縮試験 (JIS A1216) を行っ

た． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 実験結果 

 図-2に脱水圧力 5 MPaにおける圧密沈下曲線を 

示す．使用スラリー量の減少に伴って，圧密沈下量

は減少した．また，圧密沈下曲線を用いて求めた

90 %圧密終了時間を図-3に示す．使用スラリー量と

90 %圧密終了時間の相関性はほとんどないことが

わかった． 
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図-1 高圧脱水固化処理装置 

表-1 実験条件 

表-2 物理特性 

表-3 脱水前後のブロックの高さ 

関門粘土

土粒子密度      (g/cm³) 2.697

液性限界    (%) 95.0

          塑性指数 59.1

  
  

  

母材 関門粘土

固化材 高炉スラグセメントB種

固化材添加率 20%

使用スラリー量 50 L, 55 L, 60 L

脱水圧力 2 MPa: 30 min → 5 MPa

初期含水比 300%

水中養生

(温度: 20℃)
養生条件

使用スラリー量 (L) 脱水前の高さ (mm) 脱水後の高さ (mm) 変化量 (mm)

50 399.6 100 299.6

55 482.6 155 327.6

60 483.9 110 373.9

60 490.6 140 350.6



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 に一軸圧縮試験時における供試体の含水比

を示す．使用スラリー量が 50 Lのときの含水比分布

幅は、55 Lのときに比べ小さかった．初期の使用ス

ラリー量が増加すると含水比も増加する傾向にある． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5 に乾燥密度と一軸圧縮強度の関係を使用ス

ラリー量ごとに示す．乾燥密度の増加に伴って一軸

圧縮強度も増加した．使用スラリー量が減少すると

乾燥密度は大きくなり一軸圧縮強度は大きくなった． 

図-6に水セメント重量比と一軸圧縮強度の関係 

を使用スラリー量ごとに示す．ここで，水セメント 

重量比は，供試体内の水と固化材の重量比として定 

義した．水セメント重量比の増加に伴って一軸圧縮

強度は減少した．使用スラリー量が減少すると水セ

メント重量比も小さくなる傾向にある． 

 

 

 

4. おわりに 

(1) 圧密沈下量と使用スラリー量には、相関があっ

たが，90 %圧密終了時間は使用スラリー量と相関

がなかった． 

(2) 使用スラリー量の減少により乾燥密度は増加し，

一軸圧縮強度も増加した．また，使用スラリー量

の減少により水セメント重量比は減少し，一軸圧

縮強度は増加した． 
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図-6 水セメント重量比と一軸圧縮強度 

 

図-2 圧密沈下曲線 

図-3 90 %圧密終了時間 

図-4 含水比 

図-5 乾燥密度と一軸圧縮強度 
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